
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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２：

１：

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」月間を実
施し、それ以外でも継続的に学級指
導を行うことで、朝食を食べることが
習慣化している。

・食育指導について、児童の実態に
応じて計画を見直し、さらに充実させ
ていく必要がある。

・短縄月間やマラソン月間を実施し、
継続的な運動習慣づくりに取り組ん
でいる。

・健康のために、休み時間の外遊び
について励行する。

0

保護者アンケートにおいて
「お子さんは友達と仲良く
遊んだり勉強したりして、
楽しく学校生活を送ってい
ると思う」との回答が８０％
以上

保護者アンケートにおいて
「お子さんは友達と仲良く
遊んだり勉強したりして、
楽しく学校生活を送ってい
ると思う」との回答が７０％
以上

保護者アンケートにおいて
「お子さんは友達と仲良く
遊んだり勉強したりして、
楽しく学校生活を送ってい
ると思う」との回答が６０％
以上

保護者アンケートにおいて
「お子さんは友達と仲良く
遊んだり勉強したりして、
楽しく学校生活を送ってい
ると思う」との回答が６０％
未満

学び合いアンケートに
おいて「朝食を食べて
登校している」と回答し
た児童が８０％以上

学び合いアンケートに
おいて「朝食を食べて
登校している」と回答し
た児童が７０％以上

学び合いアンケートに
おいて「朝食を食べて
登校している」と回答し
た児童が６０％以上

学び合いアンケートに
おいて「朝食を食べて
登校している」と回答し
た児童が６０％未満

A

0

学び合いアンケートで
「学校での勉強や生活
に一生懸命取り組んで
いる」と回答した児童
が８０％以上

学び合いアンケートで
「学校での勉強や生活
に一生懸命取り組んで
いる」と回答した児童
が７０％以上

学び合いアンケートで
「学校での勉強や生活
に一生懸命取り組んで
いる」と回答した児童
が６０％以上

学び合いアンケートで
「学校での勉強や生活
に一生懸命取り組んで
いる」と回答した児童
が６０％未満
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0
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保護者アンケートで「学校は、
保護者会・学校だより・学年だ
より・ホームページ等をとおし
て学校生活や教育内容につ
いて、分かりやすく伝えてい
ると思う。」との回答が８０％
以上

保護者アンケートで「学校は、
保護者会・学校だより・学年だ
より・ホームページ等をとおし
て学校生活や教育内容につ
いて、分かりやすく伝えてい
ると思う。」との回答が７０％
以上

保護者アンケートで「学校は、
保護者会・学校だより・学年だ
より・ホームページ等をとおし
て学校生活や教育内容につ
いて、分かりやすく伝えてい
ると思う。」との回答が６０％
以上

保護者アンケートで「学校は、
保護者会・学校だより・学年だ
より・ホームページ等をとおし
て学校生活や教育内容につ
いて、分かりやすく伝えてい
ると思う。」との回答が６０％

目標に対する成果指標

２：

４：
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学校関係者記入欄
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令和５年度　大田区立都南小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

○学校規模・・・・・・・児童数：３７４名・学級数：１３学級・教職員数（３４名）：校長１名、副校長１名、教員１７名、養護教諭１名、非常勤教員１名、特別支援専門員１名、講師３名、事務１名、区会計年度任用職員５名　区非常勤等１名、スクールカウンセラー２名
○本校の教育目標・・・・○健康で明るい子　　◎よく考え行動する子　　○人を愛するやさしい子　　○終わりまで仕事をやりぬく子　（特に◎印を重点とし確かな学力の定着と豊かな心の育成を目指す。）
○本年度の主な取組・・・校内研究：教科（道徳科）　研究主題「考えたくなる道徳授業の工夫」　各学級の実践を通して実現する。
○特色ある教育活動・・・『学校体制で学級経営を支える　「学習」・「学年」・「地域」の力　対話で育つ都南の子』をテーマとしてカリキュラムマネジメントを取り入れた教育活動を進める。
　「都南の学び合い」「都南小学校のきまり」を継続的に指導し、日々の積み重ねによる基礎的、基本的な学力の定着と自律した生活態度の伸長を図る。学校支援地域本部「スクールサポートとなん」と連携した学習サポート事業を充実させる。
　コオーディネーショントレーニングを活用して体力向上を図る。

学び合いアンケートに
おいて、「自分にはよい
ところがあると思う」と
答えた児童が８０％以
上

学び合いアンケートに
おいて、「自分にはよい
ところがあると思う」と
答えた児童が７０％以
上

学び合いアンケートに
おいて、「自分にはよい
ところがあると思う」と
答えた児童が６０％以
上

学び合いアンケートに
おいて、「自分にはよい
ところがあると思う」と
答えた児童が６０％未
満

6

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学
校
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な
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も
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進
め
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教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

C

D

・ホームページや学校だより、学年だ
より等で毎日の授業や学校行事での
児童の様子を保護者や地域に伝え
た。

・個人面談や保護者会、学校公開な
ど、保護者と直に会う機会に児童の
様子について情報共有し、児童の豊
かな育成のための連携をとった。

・感染予防等が緩和され、地域行事
も活発になってきたので、地域の一
部としての学校の在り方を保護者や
地域とともに考えていく。

・スクールサポーターの方に家庭科
の授業の補助に入っていただいた。
児童の安全を守ることに加え、地域
の方との交流の場にもなった。

・土曜授業日の登校時の安全見守りや行事前の花壇の整備
など地域との連携は取り組み評価4が望ましい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

4

２：

１：

A

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

C

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

A

B

１：

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

D

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

2

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

.

・タブレットドリルの成果を児童、保護
者に知らせ、算数の学習の成果と課
題を伝えている。課題が見られる場
合には、土曜補習授業や放課後補習
教室の時間に補習をしている。

・既習事項の定着に課題が見られる
児童が多くいる。授業の中で、前学年
の学習プリントに取り組ませる等、系
統性を意識した学習場面を設定して
いる。

・授業改善プランを教員間で共有し、
児童の実態に合った授業を計画、実
践している。授業の工夫について、異
学年間でも情報j交換することに努め
ている。

6

2

A

B

0

C

D

4

１：

・学校でのいじめや不登校に関しては、地域から見えにくく、地
域として何ができるか難しいところであるが、SNSリテラシーな
どは地域全体で取り組んでいくごとはできるかもしれない。
・いじめ問題や命の大切さについて、改めて子どもたちに考え
させる授業を増やし、教師とともにオープンの学校であること
を望む。

・一校一取組や一学級一実践の取組を通して、体を動かすこ
との楽しさを子どもたちに関させてほしい。
・各家庭での違いはあるが。「早寝・早起き・朝ごはん」の実施
により、家庭での望ましい習慣形成につながっていると思う。

・特別支援教育に係る人員の増員をお願いしたい。
・保護者アンケートを活用して教師が授業の取組を進めてくれ
ているので良いと思う。

4

3

4

4

4

4

4

4

・「都南の学び合いアンケート」を年に
２回行い、児童の学習や生活の実態
について調査し、児童理解に努めて
いる。アンケート結果を見ても、全体
的には自己肯定感が高い児童が多
いので、今後も関わり方や学習環
境、生活環境を工夫し、児童の心の
育成を図る。

・学校生活調査や校内独自のいじめ
アンケートを定期的に行い、必要に
応じて聞き取りもし、児童の実態把握
に努めている。

・問題行動、不登校問題に関して、担
任と管理職だけでなく、全職員が連
携して対応している。

・道徳科について、児童が自己を見
つめることはできているが、家庭との
連携については課題が見られる。
ワークシートを持ち帰らせ、家庭内で
も話題にするなどして、家庭生活と関
連させていく。

4

4

4

・毎回の授業公開後のアンケートを
全教員で共有し、授業改善の参考に
している。

・ＯＪＴを年８回行い、各教員の得意
分野や興味のある分野の授業につ
いて共有したり、ICT機器の活用につ
いて学んだりし、授業理解や指導力
の向上に努めた。

・月に１度以上、特別支援委員会を実
施し、校内の特別支援教育の体制を
充実させた。

・研究授業以外の時間でも、互いの
授業を見合う時間を積極的に作り、
授業力の向上に努める。

３：

２：

１：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学び合いアンケートで
「タブレットを使っての
学習は楽しい」と回答し
た児童が８０％以上

学び合いアンケートで
「タブレットを使っての
学習は楽しい」と回答し
た児童が７０％以上

学び合いアンケートで
「タブレットを使っての
学習は楽しい」と回答し
た児童が６０％以上

学び合いアンケートで
「タブレットを使っての
学習は楽しい」と回答し
た児童が６０％未満

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・「おおたの未来づくり科」に期待をしている。
・タブレット以外で子どもたちが意見を交換できる場面を増やし
ていくのが望ましい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

B 2

C 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
１：

D 0

4

・外国語の講師やALTと連携しなが
ら、英語に親しめる環境を作ることが
できた。

・教師が論理的、科学的な思考力の
育成を意識しながら授業を展開する
ことや、児童が授業の中で主体的に
活動することには課題が見られる。
児童に説明させたり、互いの考えを
交流したりする場面を増やし、説得力
のある意見を話す力やコミュニケー
ション能力を高める。

・ICT機器を活用しながら授業を展開
でいている。デジタルとアナログの活
動のバランスをどのようにとるかを、
児童の実態に応じて考えていく。

・校内研究と関連させながら、道徳科
や日常生活の中で、人権について話
し合ったことで、人権を尊重する意識
には伸びが感じられる。

・体力向上全体計画をもとに、様々な
運動に親しんでいる。休み時間や放
課後の時間の運動習慣ができていな
いので、クラス遊び等を活発にしてい
く。

A 6


